
平成26年度冬山遭難事故をなくそ
平成 26年 12月

兵 庫 県 教 育 委 員 会

兵庫 県山の道難対策協議会

冬山の遭難事故は、年末と年始に多発 し

ています。登山計画を立てるときは、安全

を第一にして事前研修を重ね、慎重な行動

をとることが大切です。

今年こそは、冬山遭難事故がゼロになる

よう、次のことに注意 しましょう。

氷 ノ山にて (提供 :兵庫県高体連登山専門部)

○冬山への心構え
風雪の厳 しい冬出に立ち向か うためには、十分な トレーエングで体力、技術、気力を養い、装備

に万全を期す とともに、謙虚な気持ちで山に入る心の準備が大切です。不安なときには登山を中止

する勇気を持ち、引き返す機会を誤 らないようにしましょう。

○ 登 山計画書を忘れずに
1 遭 難事故発生時の捜索、救助活動に支障が生 じるため、山へ登るときは必ず届け出ま しょう。

2 届 け出先は、家庭、職場、学校などのほか、山域の登山指導センターや案内所、登山回の登山

届ポス ト、登山地域の警察本部地域課 (北海道を除き県庁所在地にあ ります)ま たは入山地所轄

警察署地域課、交番、駐在所に提出 しま しょう。

3 登 山計画書は、別添様式をご利用 くだ さい。また、神戸登山研修所 (ao78-801-3267)でお求め

いただ くか、 (社)日 本山岳協会ホームページか ら、ダ ウン ロー ドで きます。
http://wvvw」ma一sangaku.or」p/toZan/plan/data/tozankeikaku,xls

O 単 独登山は厳禁です
未経験者 (組織未加入者)や 少 し経験のある中高年の単独登山者の遭難事故が増加 しています。

一人での登山は気ままに行動できますが、万が一遭難が起きた場合に生命の危機にさらされる確率
が高ま ります。経験あるリーダー と一緒に登 りましょう。

O 登 山計画は綿密に
1 グ ループの中か ら、経験、技術、判断力、体力の豊かな人を リーダーに選びま しょう。

2 リ ーダーは、そのメンバーの体力 ・健康状態 ・登山経験をよくみて、山の決定、行程及び 日没

時間な どを十分に検討 して、無理のない計画を立てましょう。
3 装 備 は、登山形式、 日程、コースな どによって種類を選択 し、特に非常食、救急用品、雨具、

通信機器、着替えなどの用意をしま しょう。
4 登 山規制地域を確認 しま しょう。
5 山 岳保険、傷害保険に必ず加入 しましょう。
ア 山 岳保険 : 日 本 山岳協会 山岳共済会へ入会 された方 には、次の共済制度があ ります。

(遭難捜索費用を含みます)

日山協山岳遭難共済、日山協特別共済           ・

連絡先 〔神戸登山研修所 〒 65 7 - 0 8 3 8  神戸市灘区王子町 2- 2 - 1  奮 0 7 8 - 8 0 1 - 3 2 6 7〕

イ 傷 害保険 : 会 員以外の一般の方々には、民間損害保険会社の山岳保険の他、次の傷害
保険があ ります。 (5名以上のグループであれば加入できます)

スポーツ安全保険

連絡先 〔(公財)兵 庫県体育協会内 ・スポーソ安全協会兵庫県支部 奮 07 8 - 3 3 2 - 2 3 8 0〕
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O 事 前 に山の状況を調査研究 しておこう
1 コ ース、ルー ト、山小屋など山の状況 を事前に調査 し、適切な時間配分を検討 しま しょう。
2 緊 急時の避難場所、避難ヨース、下山ルー トな ども考えておきましょう。
3 冬 山では、降雪時や大雪の直後、気温上昇時などに、雪崩が発生 しやすいので注意が必要です。
入 山地の遭難例 を調べるとともに、気象記録な どについても確認 しておきま しょう。

① 出 発に際 して
1 リ ーダーは全員の健康状態を把握 し、計画書の内容を徹底 してくだ さい。また、全員が家族や

勤務先への連絡が確実になされているのか確認 しま しょう。
2 留 守本部や現地連絡先 と、危急時の打ち合わせ をしておきま しょう。
3 全 員 に トランシーバーの使い方、規則な どを徹底 しておきま しょう。
4 通 信手段として携帯電話 は便利な道具ですが、山では通話できない地域も多く過信 は禁物です。
コースの要所で感度チェックを行い、通話可能かどうか確認してください。また、予備 のバッテリーも忘

れず持参しましょう。
5 万 一の出岳遭難に備え、服装は明るい色 (オレンジ等)の 上着を着用するようにし、上空の開

けた場所で救助を待つようにしましょう。

○ 天 気予報に注意
常に天気予報に注意 し、注意報や警報などの気象情報が出されているときは登出を中止する勇気

を持ちましょう。

① 兵 庫県内の登山について
1 六 甲山付近
ア 身 近な山ですが遭難件数の多い山です。入。下山コースは必ず家族に知 らせておきましょう。

イ 冬 は特に日没が早 く、寒 さが厳 しくなるので、防寒の備 えを十分にして早めに下出しま しょ

う。夕刻か らの徒歩による下山は危険ですか ら、バス、ケーブルカー等を利用 しま しょう。

ウ 全 体的に谷筋が危険ですので、初心者はもちろん経験者でも出来 るだけ早めに尾根道を下山

しま しょう。
工 凍 結 していることが多いので、ス リップに気 をつけま しょう。

2 但 馬 口奥播磨の山

ア 谷 筋の登 り下 りは慎重に行いましょう。
イ 激 しい降雪の ときには、登山は見合わせま しょ う。

ウ 特 に氷ノ山での厳寒期の単独登山や初心者登山は控えま しょう。また、地元の人の警告を守

りま しょう。
エ ス キーツアーをするときは、「登山をする」とい う心構えで万全の装備を しま しょう。
オ 春 近い ときの降雨の最中やその直後、または南風の吹 くフェーン現象が起きるよ うなときの

出歩 きは避 けま しょう。      |

【登山装備チェックリス ト】～登山目的にあつた装備を持参しましょう～

ロズボン

ロシャツ

□防寒着(セーター・羽毛服)

ロアンダーウェア上下

□防風防水透湿パーカ

□防風防水透湿オーバーパンツ

□帽子・防寒帽(目出し帽)

□靴下 口予備靴下

回手袋 ・予備手袋

ロオーバーミトン

□登山靴

ロロングスパッツ

□わかんじき

ロアイゼン

ロピッケル

ロスノーシャベル

□雪崩ビーコン

□携帯ゾンデ棒

ロルックザック

ロゴーグル

ロシユラフ

ロシュラフカバー

ロマット

□非常食

□救急用品(各種薬等)

ロテーピングテープ

ロレスキューシート

ロテルモス・水筒

回食器類

ロナイフ

ロホイッスル

ロヘッドランプ

□予備電池・電球

回回一ツク

ロライター・マッチ

□時計

□高度計

ロコンパス

□1/25000地 形図

ロルート図

□登 山計画書

□筆記具

□身分証明書

□緊急連絡票

□携帯電話 (予備電池)

□健康保険証

□回―ルペーパー

ロタオル(手ぬぐい)

ロポリ袋

□装備整理袋
ロツェルト

ロスノーソー

回コンロ

□燃料 ・予備燃料

ロコッフエル ・炊事用具

ロラジオ

□天気図用紙

ロトランシーバー(予備電池)

□修理用具一式

ロザイル(ロープ)

ロカラビナ

ロスリング各種

□伸縮性ストック※

ロハーネス※

ロサブザック※

ロテントー式※

□大型スノーシャベル※

ロランタン※

ロカメラ※

ロサングラス※

□油性太字ペン※

□各種登馨用具※

□GPS※

※は、状況に応じて持参

するもの。




